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＜病棟連絡事項＞
・入院時の患者情報をメールする際に通所（青陽館）・訪問看護（五福）利用がある　　　　場合は、それぞれの部署・ＳＧＭにも情報提供するようにして下さい。

・パイプベット1台修繕不可。近日中に朱夏が回収・廃棄予定。

＜東病棟入室状況＞
【入　院】
・成田　早希様～5/3　21：16東病棟Aユニット16号室へ任意入院

＜患者様連絡事項＞
・在家喜代松様～家族（妻・息子夫婦）付添いにより外泊訓練のため、外泊。
5/5（金）14：00帰院予定。

・酒井　ヒデ様～主治医より当院外来処方薬（ガランタミン）飲み切りOFFの指示。

・伊藤　茂義様～臨時薬（ホリゾン錠5㎎　3×ndE）同内容により7日分処方。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中、迷惑行為あり時間早め終了。隔離中は不衛生行為や易怒・興奮なく経過。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し　　看護介入・観察していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放中、多弁・滅裂言動なく落ち着いて過ごしている。過度な飲水要求や隠れ飲水もない。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。6：00～16：00開放観察実施。開放中、衝動行為なく　　　　静穏経過。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。各食不食。点滴トラブルなし。ケア介入には強い敵意を示し疎通性も不良。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察し、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察をしていく。

＜要注目患者様情報＞
・西塚　愛子様～主治医へ経鼻経管栄養チューブ挿入困難の旨 報告。
主治医来棟。 チューブ再挿入。 咽頭部通過するが食道より胃への　　挿入困難な状態。（食道裂孔ヘルニアの可能性あり挿入は透視下・　　ワイヤー付チューブでなければ不可能との事）
主治医より家族（次男）へ状況説明。栄養は補液メイン。ルート確保困難も想定されるが、その場合には補液も終了の方針に了承された。
状態みて飲水・経口摂取はＯＫとしているが、誤嚥に注意するようにとの事。経口内服困難時SKIP可の口頭指示あり。
補液2本/日 7日分処方。

・成田　早希様～気分高揚により多弁・滅裂思考みられており疎通性不良。一時的に　　他者迷惑につながる場面あるが、スタッフ介入には制止出来ている。不穏・興奮への発展はない。

＜田名部Dｒ診察情報＞
・山本真智子様～幻聴持続との事だが、主治医の質問には辻褄の合った返答あり臨時薬クロザリル錠25㎎2T 1×夕　→ 25㎎2T 2×朝夕
　　　　　　　　他、同内容処方。

・袴田　将志様～滅裂思考あるが、易怒・興奮や粗暴性目立たず経過。隔離時間最小化については連休明け検討との事。臨時薬同内容処方。

・鈴木　達也様～隔離時間短縮後、静穏経過。臨時薬同内容処方。

・畑中　成夫様～著変なし。処方変更なし。

・小笠原久年様～著変なし。処方変更なし。

・安達　貴浩様～処方変更なし。

・若沢　理子様～処方変更なし。

・成田　早希様～診察中、気分高揚感により落ち着きない様子みられる。本日～下記内容臨時薬処方あり内服・経過観察の指示。
エビリファイ錠1㎎1T　1×朝食後
クエチアピン錠25㎎1T　1×夕食後
フルニトラゼパム錠2㎎1T
トラゾドン塩酸塩錠25㎎2T　1×ねる前

・小栗健太郎様～処方変更なし。気分変動は頓用により自制内経過。
5/11（木）北病棟へ転出予定。

・青木　昭弘様～処方変更なし。

・立花　圭　様～処方変更なし。

・藤井　孝蔵様～処方変更なし。

・中居伊佐男様～処方変更なし。

・丹内　栄子様～処方変更なし。


※本日、馬渡Dr・皮膚科休診

